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令和元年度特定鳥獣（カワウ）の保護・管理に係る研修会 

 

対 象：都道府県もしくは市町村の鳥獣及び水産等行政担当者  

 

開 催 日：２０１９年１２月１８日 (水 )～２０日 (金 ) ２泊３日  

場 所：府中市市民活動センター プラッツ 第 2・3 会議室 

講師と科目：加藤ななえ（カワウの生態と生息状況） 

加藤洋（モニタリングの必要性と課題） 

中山ちさ（鳥獣保護管理の法制度等） 

染川洋（カワウ被害対策について） 

高木憲太郎(カワウの個体群管理の考え方) 

山本麻希(グループワーク進行について) 

本間諭(群馬県の特定計画における個体群管理の進め方) 

長田隼(天竜川における（地域実施計画と）対策内容) 

間野智也(特定計画における個体群管理と広域連携の調整) 

岩本有司(県内を４つのユニットに分けた管理計画の運営) 

山本麻希(課題克服のために（新潟県の事例）) 

加藤洋(個体数調整の現状と最新技術) 

坪井潤一(分布管理の現状と最新技術) 

室 内 実 習：グループワーク：課題抽出と課題の優先順位づけ、課題克服への手法検討とまとめ 

実 習 指 導：加藤洋、高木憲太郎、加藤ななえ、山本麻希、坪井潤一、本間諭、間野智也、岩本有司、

服部優樹 

 

----------------------------------------------------------------------------- 



 

分布管理の現状と最新技術 

坪井潤一（中央水産研究所） 

カワウの管理計画の作成とその事務的な運用を図るのが本研修会の目的です。

参加者のみなさんには、計画をつくってそれを実践するためのプログラムに、3

日間にわたり取り組んでいただきました。カワウは在来種の野鳥です。とにか

く撃って数を減らせばいいとうものではない、ということは、ご理解いただけ

たと思います。 

 

カワウの特徴の 1 つに、群れることが挙げられます。夜を集団ですごす「ね

ぐら」、春に繁殖をする「コロニー」。これらの位置を把握できてくると、どこ

のねぐら・コロニーにいるカワウが被害を及ぼしているか、おぼろげながら、

明らかになってくることでしょう。そこで、どこのねぐら・コロニーを除去し

よう、とか、ここは残しておいて、将来的にシャープシューティングや繁殖抑

制をしていこう、といったビジョンが浮かんでくるはずです。このビジョンこ

そが計画の中心をなすものであり、最後のプログラムの主題である「個体群管

理」です。カワウの数ではなく、群れを管理するのです。 

 

ねぐら・コロニーを除去する（どかす）技術はいろいろ考案されていて、現



 

在までのところ、ビニルテープ張りが最も有効な対策です。できたての新しい

ねぐら・コロニーでビニルテープを張ればほぼ間違いなくカワウはどいてくれ

ます。足場が悪ければドローンを使ってテープ張りが可能です（Let’s ドローン

でカワウ対策 2 を参照）。 

 

技術はあります。あとは、どこのねぐら・コロニーを除去して、どこを残す

か、合意形成を図って、それを計画に盛り込むだけです。しかし、この「だけ」

というのが最も難しいところ、かつ、地域によって事情が千差万別なところで

す。 

 

最近、広域協議会や研修会で、横のつながりができた、と喜んで帰られる参

加者が多くいらっしゃいます。「隣は何をする人ぞ」。今回の研修の 2 日目では、

成功例や失敗例、いろいろな事例を現役のカワウ担当者から聴くことができま

した。きっと、ご自身の地域とカワウ事情が似ている講演もあったと思います。

参加者のみなさんには、横のつながりを最大限に生かして、カワウの管理計画

を策定、実践していただきたいと思います。良い計画ができるよう、また、そ

れが絵に描いた餅にならないよう、講師陣も精いっぱいサポートさせていただ

きます。 



 

 

 

 

 

ドローンを使ったビニルテープ張り(2019 年 7 月 2 日 静岡県天竜川船明ダム) 



分布管理の現状と最新技術

⽔産研究・教育機構 中央⽔産研究所 坪井潤⼀
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「カワウを数える」で検索



奄美⼤島での事例
〜追い払うと下流側へ集団で逃げる〜

いたいた

餌場から2.14kmの地点
春には、いなくなるので、2⽉ころ、
テープ張りして繁殖コロニー化だ
けは阻⽌

どこかにカワウの
ねぐら・コロニー
が移動したとみる
べき

栃⽊県⻤怒川での事例
〜あれ？⽣息数「だけ」急減〜

あった！！いや、まだ計算が合わない

2018/04/13 栃⽊県宇都宮市のゴルフ場にて

大規模コロニー発見
かく乱を最⼩に抑えるため、2⽇間（各3時間程度）
のみ、巣⽴ち間際のヒナを撃つ作戦

2018/06/ 8  栃⽊県那須塩原市のゴルフ場跡地にて

⻤怒川漁協がやぶこぎ5時間 2万歩で発⾒
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飛来防除新作 銃声のする花火

1本200円は高いけど
ロケット花火に慣れた
カワウには効果あり
by 河口湖漁協

火災に注意！！

⾶来防除対策 スピーカーから銃声
爆⾳を鳴らしながら追いかける

スピーカーが固定できるドローン
Let’s ドローンでカワウ対策3 に、How toを掲載予定
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ねぐら・コロニー対策の基本的な考え方

ねぐらAから
餌を取りに行く行動圏

ねぐらBから
餌を取りに行く行動圏

ねぐらCから
餌を取りに行く行動圏

半径10km

半径10km

半径10km

河川
湖沼

×
アユの放流地点

ねぐらA

ねぐらC

ねぐらB

ねぐらA近くのアユの放流地点で、
飛来数を減少させたい
→ねぐらAをビニルひもで除去する×

新しくて、小さな（<100羽）ねぐらの場合



舞台

採⾷場所
（アユ放流場所）

⼩さな新コロニー
（30⽻程度）

⼤きな新コロニー
（500⽻程度）

小さいのつぶして、デカいの繁殖抑制

ビニルひも

物理的障害: 飛び立つ際、邪魔で怖い

視覚： いつもと違う長いものがある

聴覚: 微風でも、ビラビラと大きな音がでる

もとのねぐら・コロニーに戻る

本当に戻ったか、要・事後調査

（やりっ放しは絶対ダメ！！）

リール付き釣り竿

ナス型おもり20号

釣り糸5号

おもりを投げる

ビニルひもと糸を結ぶ

ビニルひも釣り糸

リールを巻いて、
ビニルひもを、たぐり寄せる



ビニルひも

両端を石などで固定

クリップで⽌めて
有事の際、
装置を捨てて
ドローンを安全に
帰還させる

ひもが絡んでも、もう⼤丈夫！

墜落事例を踏まえ、できるだけ軽く！

坪井抜きでも、できる地域が増加中

2019/10/4 広島県 太⽥川（広島県⽔産課 岩本⽒撮影）
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カワウを殺す方法
を教えて欲しい

群⾺県、岐⾩県、⼤分県でも須藤さんに委託

琵琶湖で
7万⽻を7千⽻に
減少させた凄腕



山梨県での繁殖抑制の成果

年

2016年繁殖抑制による被害抑制額（アユ）

248羽×386g×29.16%×1.5ヶ月=1,256kg

放流アユ単価 3,083円 / kg 387万円

（孵化～巣立ち）
（4～6月の
アユ含有率）

（巣立つはず
だった雛数）

（雛の1日の
摂食量）

通常 1.87羽 / 巣 の雛が巣立つ

ドライアイス、擬卵原料の購入
作業補助員の人件費

30万円

ドローンでドライアイス投⼊

初期投資の2倍以上の費⽤対効果

1巣あたり
2⽻が巣⽴
つ

ヒナの1⽇
の捕⾷量
（0.374kg）

386g2⽻
そのうち
25%がアユ

0.25
ふ化〜巣⽴ち
45⽇ 4,000円

アユ種苗
のキロ単価

× × × ×
1巣にドライアイスを⼊れるだけで3.5万円分のアユを守れる

計 53.1万円

品名 費⽤（万円）
Phantom 4 Pro 20.8
バッテリー10個 21.0
ドローン保険 2.3
3Dプリンター 3.0
3Ｄプリンター
フィラメント 0.2

ペレット状ドライアイス
（12kg⼊り1箱 × 5回） 5.8 2019年 ⻤怒川のコロニー

37巣で完全にヒナのふ化を阻⽌

今年のマニュアル
ドライアイス投⼊
& ⾚外線撮影
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